
２２日（水）の生徒朝会で、生活広報委員会が２月に行われる家庭学習
強化月間の取組についての説明がありました。その目的は、１、２学期よ
りも家庭学習の内容をよくするためということで、６月と１１月に実施し
たことを踏まえ、さらに内容を高めていこうという意図があるようです。
期間は２月１０日～１８日までの約１週間で、学年末テスト後からスター
トし、これまでのように３チームに分かれての団体戦で競うというルール
のようです。家庭学習の意義は言うまでもなく、家庭学習ノートをきれい
にまとめることが目的ではなく、中身がどうなのか、そしてノートに書く
ことにより、学
んだことが身に
ついたかどうか
が大切なことで
す。それをしっ
かり理解した上
で家庭学習強化
月間に臨んでほ
しいと思いま
す。そしてみん
なでいい意味で
競い合い、高め
合っていって欲
しいと思いま
す。生活広報委
員会の皆さん、
すばらしい取組
の提案、ありが
とうございました。

２２日（水）に今年度第２１回目の校内研修を実
施しました。今回は２月に文科省で国吉真輝先生が
発表する研究指定校としての発表内容の確認と、次
年度に向けての研究テーマ設定に係る本校の現状把
握を全先生方で行いました。数名でグループに分か
れ、本校の強みや弱み等について内部環境や外部環
境を踏まえてみんなで意見交換しました。この一年
間の取組の成果と課題に加え、全先生
方で具体的な方向性を確認できたこと
はとても良かったと思います。「１５
の春」で島を離れるいわゆる「島立ち
（自立と自律）の教育」と「授業改善」
が２本の柱であることを土台として、
より一層研究が充実するよう工夫改善
を図っていきたいと思います。生徒、
職員、保護者、地域住民挙げてみんな
ですばらしい船浦中学校を作っていき
ましょう！ご協力よろしくお願いいた
します。
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